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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

陽極および陰極間に、少なくとも第一の発光層と、第二の発光層とを有する薄膜ＥＬ素子

の製造方法であって、熱硬化性樹脂の前駆体を含む第一の発光材料を塗布し、前記前駆体

を硬化させる前にパターニングし、前記前駆体を加熱硬化して前記第一の発光層を形成し

た後、熱硬化性樹脂の前駆体を含む第二の発光材料を塗布し、前記前駆体を硬化させる前

にパターニングし、前記前駆体を加熱硬化して前記第二の発光層を形成して多色化された

ことを特徴とする薄膜ＥＬ素子の製造方法。

【請求項２】

前記熱硬化性樹脂の主鎖あるいは側鎖に発光基が含まれていることを特徴とする請求項１

記載の薄膜ＥＬ素子の製造方法。

【請求項３】

前記熱硬化性樹脂がポリイミドであることを特徴とする請求項１記載の薄膜ＥＬ素子の製

造方法。

【請求項４】

前記パターニングの工程において、ドライエッチング法を適用することを特徴とする請求

項１記載の薄膜ＥＬ素子の製造方法。

【請求項５】

前記第一の発光層及び第二の発光層を形成した後、さらに電子輸送層を形成することを特

徴とする請求項１記載の薄膜ＥＬ素子の製造方法。
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